
観光列車
「伊予灘ものがたり」

運行開始
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現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～   かけがえのない生
いのち

命を守るために（特集）

８ページ～　 おおずニュース

１0ページ　 まちのわだい

１１ページ～ シリーズ

１４ページ～ おしらせ

25ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

28ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （とみすクラブ　いそじチーム）

税　　　別 ８月 ９月 10月 11月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税 3期 4期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 2期 3期 4期 5期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

８月の納税など　納期限は 9月 1日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,544人　（－17）
　男　　22,163人　（－11）
　女　　24,381人　（－ 6 ）
世帯数　20,287世帯（－10）

交通事故（昨年同期）

　件数　　  70件（67件）
　死者　    2人（ 1 人） 
　負傷者　  89人（79人）

picture 写真

（2014年 6 月末現在）

　７月２日㈬、ＪＲ四国
松山運転所で行われた、
「伊予灘ものがたり」の報
道公開に参加しました。
　伊予灘に沈む夕日と、
県の特産品であるかん
きつをモチーフにした
車両は、既存車両を
１億５千万円かけて改
造されました。
　７月26日㈯からの運
行開始で、多くの観光
客が大洲市を訪れるこ
とが期待されます。

　

私
は
今
、
小
学
校
よ
り
も
内

容
が
難
し
く
、
量
も
多
く
な
っ

た
勉
強
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
好
き
な
教
科
は
数
学
と
歴

史
で
、
特
に
人
類
の
歴
史
に
興

味
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
関
連
の

図
書
を
読
み
始
め
る
と
、
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
人
に
喜

ば
れ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で

す
。
私
の
名
前
は
、
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
の
よ
う
な
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
付
け

ら
れ
て
い
て
、
私
も
彼
女
の

よ
う
に
人
の
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
、

漠
然
と
し
た
夢
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
中
学
校
生
活
の
中
で
、

具
体
的
に
職
業
を
決
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
然
が
豊
か
で
ま
ち

の
人
も
優
し
い
大
洲
が
大
好
き

で
す
。
生
ま
れ
育
ち
、
愛
着
の

あ
る
大
洲
市
に
将
来
も
住
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月の題字作成者
喜多小学校６年（現：大洲北中学校 １ 年）

　鎌　田　亜
あ

理
り

沙
さ

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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かけがえのない生
いのち

命を守るために

　全国で、痛ましい交通事故が発生しています。そして、その事故により、多くの人が負傷・死亡して
います。
　交通事故で尊い命が失われないようにするために、私たちに何かできることはないのでしょうか。

3 広報大洲 ８月号



き
る
事
故
が
、
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

愛
媛
県
警
察
で
は
、
平
成
25
年
に

﹁
交
通
死
亡
事
故
抑
止＂
ア
ン
ダ
ー
50
＂﹂

を
目
標
に
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
目
標
を
達

成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

愛
媛
県
の
全
交
通
事
故
死
亡
者
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
約
63
％
で
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
９
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
に
装
着
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
使
用
率
は
、
全
国
平
均
を
大
き

く
下
回
り
約
51
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
７

位
で
し
た
。

　

現
在
、
大
洲
市
で
は
、
行

政
機
関
や
交
通
安
全
協
会
、

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
な

ど
の
交
通
安
全
推
進
団
体
が

力
を
合
わ
せ
、
学
校
、
企
業

な
ど
の
関
係
機
関
や
団
体
と

緊
密
に
連
携
し
、
安
全
運
転

の
意
識
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
対
策
、
総
合
的
な
自
転
車

対
策
な
ど
の
効
果
的
な
諸
施

策
を
推
進
し
、﹁
交
通
事
故
の

な
い
、
安
全
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
た
い
き
地
域
﹂
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
交
通
事
故

の
実
態
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど

で
交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め

て
く
だ
さ
い
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故
に
つ
い
て
の

報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
洲
市
で
も

横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
た
小
学
生
の
列

に
自
動
車
が
突
っ
込
み
、
児
童
２
人
が

負
傷
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
交
通
事
故
で
は
、
あ
る

日
い
き
な
り
自
分
の
大
切
な
人
の
命
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

悲
劇
に
見
舞
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
に
は
、
何
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

左
の
表
１
と
表
２
は
、
最
近
６
年
間

の
県
内
の
交
通
人
身
事
故
発
生
件
数
と

死
亡
者
数
で
す
。
表
１
の
交
通
人
身
事

故
発
生
件
数
は
、
20
年
か
ら
毎
年
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
大
洲
警
察
署
管
内

で
も
、
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
的

に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

表
２
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数

で
は
、
50
人
台
か
ら
90
人
台
の
間
で
増

減
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
大
洲
警
察

署
管
内
で
も
、
３
人
か
ら
６
人
の
間
で

増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
の
大
洲
警
察
署
管
内
で
の

交
通
人
身
事
故
は
、
平
成
24
年
と
比
較

す
る
と
、
発
生
件
数
で
13
件
、
死
者
数

で
１
人
、
負
傷
者
数
で
は
19
人
と
、
全

て
に
お
い
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

表
３
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、
平
成

25
年
中
に
大
洲
警
察
署
管
内
で
発
生
し

た
交
通
人
身
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

全
体
の
約
57
％
に
あ
た
る
１
１
７
件
が

国
道
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
表
を
掲
載

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
事
故
類
型
で
は
車

両
相
互
の
事
故
が
１
５
１
件
発
生
し
、

そ
の
う
ち
追
突
事
故
が
77
件
、
出
合
い

頭
事
故
が
31
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
事
故
も
１
０
３
件
発
生

し
、
そ
の
う
ち
２
件
は
死
亡
事
故
で
し

た
。

　

事
故
原
因
で
は
、
前
方
不
注
視
や
動

静
不
注
視
、
安
全
不
確
認
な
ど
の
初
歩

的
な
ミ
ス
が
全
体
の
約
62
％
も
あ
り
、

少
し
注
意
す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
の
で

近
年
の
交
通
事
故
発
生
状
況
と
特
徴

年　別
愛 媛 県 内

大洲警察署管内
20年 9,179 265 （2.9%）
21年 8,904 293 （3.3%）
22年 8,188 249 （3.0%）
23年 7,903 262 （3.3%）
24年 7,108 219 （3.1%）
25年 6,692 206 （3.1%）

年　別
愛 媛 県 内

大洲警察署管内
20年 82 5 （6.1%）
21年 81 6 （7.4%）
22年 64 4 （6.3%）
23年 91 3 （3.3%）
24年 56 4 （7.1%）
25年 70 3 （4.3%）

区分
道路別

発生件数 死亡者数 負傷者数
25年 24年 25年 24年 25年 24年

国道

56号 78 97 1 2 99 126
197号 19 10 0 0 25 14
378号 11 3 1 1 13 2
379号 5 5 0 1 9 5
380号 1 1 0 0 1 4
441号 3 2 0 0 4 2

県道 主要 7 19 0 0 10 22
一般 20 25 1 0 21 28

市町村道 57 49 0 0 63 57
その他 5 8 0 0 5 9
計 206 219 3 4 250 269

交通人身事故発生件数（表１） 単位：件  

交通事故死亡者数（表２） 単位：人  

道路別発生状況（表３）
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各
家
庭
で
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
基
本
的
な
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
と
も
に
、
幼
児
用

補
助
装
置
︵
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
︶
の

確
実
な
使
用
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な
い
で
６
歳
未

満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
て
自
動
車
を
運

転
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
罰
則
は
あ
り

ま
せ
ん
が
行
政
処
分
の
基
礎
点
数
が
１

点
付
加
さ
れ
ま
す
。

　

仮
に
幼
児
を
抱
き
か
か
え
て
乗
車
し
て

い
て
事
故
に
遭
遇
し
た
場
合
、
両
腕
に
は

　

市
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
中
学

校
で
は
、
地
元
の
駐
在
所
や
大
洲
警
察

署
の
警
察
官
、
交
通
安
全
協
会
の
職
員

に
よ
り
、﹁
交
通
安
全
教
室
﹂
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
安
全
な
横
断
歩
道

の
渡
り
方
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

の
安
全
確
認
の
方
法
な
ど
の
指
導
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
自

転
車
で
の
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
信
号

機
の
あ
る
交
差
点
の
渡
り
方
な
ど
の
指

導
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
高
等
学
校
で
は
、
オ
ー
ト

バ
イ
で
通
学
す
る
生
徒
を
対
象
に
し
た
、

﹁
交
通
安
全
教
室
﹂や﹁
二
輪
講
習
会
﹂が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
講
習
会
は
、
大
洲
警
察

署
や
交
通
安
全
協
会
、
大
洲
自
動
車
学

幼
児
の
体
重
の
数
倍
の
重
力
が
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
子
ど
も
の

命
や
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
車

に
取
り
付
け
て
い
て
も
、
正
し
く
取
り
付

け
て
い
な
け
れ
ば
効
果
が
半
減
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
取
扱
説
明
書
を

よ
く
読
み
、正
し
く
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
人
と
子
ど
も
が
道
路
を
歩

く
時
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
車
道
側

を
子
ど
も
が
歩
い
て
い
る
と
、
運
転
者

か
ら
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
と
歩
く
と
き
に
は
、
大
人
が
車
道

側
を
歩
く
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

校
に
講
師
を
依
頼
し
、
法
令
の
講
義
や
安

全
講
習
、実
技
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ト
バ
イ
で
交
通
事
故
に
遭
っ
た

場
合
、
不
安
定
な
二
輪
車
の
特
性
に
よ

り
、
転
倒
す
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
、

体
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
輪

車
と
比
較
し
て
負
傷
す
る
確
率
が
格
段

に
高
く
な
り
ま
す
。

　

転
倒
し
た
時
の
被
害
軽
減
対
策
と
し

て
、
正
し
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
で
き
る
だ
け
体
表
を

露
出
さ
せ
な
い
服
の
着
用
や
、
手
袋
を

つ
け
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
自
動
車
の
運
転
手
か
ら
見
え
に
く

い
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
一
層
の
防
衛
運

転
を
心
掛
け
て
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
で
取
り
組
む

家
庭
で
取
り
組
む
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地
域
で
は
、児
童
生
徒
の
登
校
時
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
各
種
団
体
に
よ
り
、
あ
い
さ

つ
運
動
や
見
守
り
運
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
は
、
登
校
時
に
交
差

点
な
ど
の
危
険
ポ
イ
ン
ト
で
、
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
つ
つ
安
全
確
認
と
交
通
マ

ナ
ー
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
運
動
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

乗
車
場
所
で
の
見
送
り
や
、
集
団
登
校

の
列
の
先
頭
や
最
後
尾
を
一
緒
に
歩
く

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

通
学
時
の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
や
見
守
り
運
動
に
協

力
し
て
い
る
人
の
な
か
に
は
、
地
域
の

　

各
企
業
で
は
、
社
員
教
育
の
一
環
と

し
て
、
交
通
安
全
活
動
や
交
通
安
全
教

育
、
飲
酒
運
転
防
止
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
活
動
で
は
、
年
末
年
始
の

事
故
防
止
活
動
や
無
事
故
・
無
違
反
運

動
な
ど
に
、
会
社
内
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
警
察
署
や
交

通
安
全
協
会
と
連
携
し
て
、
地
域
の
交

通
安
全
運
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
教
育
で
は
、
運
転
適
性
診

断
の
実
施
や
、
外
部
か
ら
講
師
を
招

き
、
交
通
安
全
講
習
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

飲
酒
運
転
防
止
対
策
で
は
、
毎
日
の

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
守
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
人
や
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る

こ
と
が
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
運
動
に
よ
り
、
地
域
の

つ
な
が
り
や
絆
が
今
ま
で
以
上
に
強
い

も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

始
業
点
検
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ

ー
に
よ
る
検
査
を
行
い
、
酒
酔
い
・
酒

気
帯
び
運
転
の
撲
滅
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
日
々
の
取
り
組
み
が
、

安
全
意
識
の
高
揚
と
事
故
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

企
業
で
取
り
組
む

地
域
で
取
り
組
む

　

菅
田
小
学
校
で
は
、
校
外
指
導

の
一
環
と
し
て
、
毎
週
水
曜
日
の

朝
、
公
民
館
前
と
国
道
の
交
差
点

で
子
ど
も
の
見
守
り
運
動
と
あ
い

さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
見
守
り
隊
の
人
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
、
校
外
指
導
担
当
委
員
約

50
人
が
協
力
し
て
、
当
番
制
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
、
登

校
時
の
安
全
確
保
だ
け
で
な
く
、

き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
で
き
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
い
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

四
国
電
力
㈱
で
は
、
全
国
安
全

週
間
に
合
わ
せ
、
毎
年
７
月
１
日

か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
社
員
の
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
﹁
四
電

グ
ル
ー
プ
安
全
強
調
旬
間
﹂
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
当
営
業
所
で
は
、

６
月
30
日
㈪
に
大
洲
警
察
署
矢
野

交
通
係
長
を
講
師
に
招
き
、
交
通

安
全
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
安
全
運
転
訓
練
や

危
険
予
知
訓
練
、
交
通
事
故
裁
判

の
傍
聴
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
社
員
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
と
交
通
事
故
・
交
通
違
反
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

菅田小校外指導担当委員
委員長　西村　幸

こう

治
じ

さん

四国電力㈱　大洲営業所
所 長　堀内　浩

こう

司
じ

さん
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１
９
２
９
年
11
月
に
、
ア
メ
リ
カ
で

発
表
さ
れ
た﹁
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
﹂

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
則
は
、
１
件
の
重
大
な
事
故

や
災
害
の
裏
に
は
29
件
の
軽
微
な
事
故

や
災
害
が
存
在
し
、
そ
し
て
事
故
や
災

害
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
ヒ
ヤ
リ

と
し
た
、
ハ
ッ
と
し
た
事
例
が
３
０
０

件
発
生
し
て
い
る
と
さ
れ
る
も
の
で

す
。
重
大
事
故
や
災
害
の
防
止
の
た
め

に
は
、
そ
れ
ら
の
発
生
が
予
測
さ
れ
た

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
段
階
で
対
処
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

が
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な

い
一
番
の
方
法
で
す
。

　

し
か
し
、
交
通
安
全
は
、
運
転
者
だ

け
、
歩
行
者
だ
け
が
気
を
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
全
て
の
人
が
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
、
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
交
通
死
亡
事
故
に
遭
っ
た

被
害
者
も
事
故
を
起
こ
し
た
加
害
者

も
、
ど
ち
ら
の
人
生
も
取
り
返
し
が
つ

き
ま
せ
ん
。

　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め

に
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

被
害
者
・
加
害
者
に
な

ら
な
い
た
め
に

大切な人の笑顔を絶やさないために
　今年の４ 月に、大洲警察署に赴
任した篠原です。私は、警察官と
なって１４年目になりますが、悲惨
な交通事故を無くしたいという思
いから交通課の仕事を選び、これ
まで１１年間を白バイ隊員として勤
務してきました。
　私が大洲警察署に赴任して 3 カ
月が経ち感じたことは、大洲・喜
多地区の人の交通マナーが、これ
まで勤務した東・中予と比較して
非常に良いことです。
　例えば、大きな道路を走ってい
ても、横道から合流してくる車は、
よほど車間距離があいていないと
進入しないで待つ人がほとんどで
す。慎重な運転を心掛けている表
れだと感じています。
　運転マナーのよい大洲のみなさ
んですが、非常に残念なデータが
あります。大洲警察署管内における
交通事故発生件数は、県内の交通
事故発生件数の約 3 ％です。しか

し、酒酔いと酒気帯びを合わせた、
飲酒運転の摘発件数は、県内の約
１0％を占めています。お酒に寛大な
土地柄なのかもしれませんが、飲
酒をしての車の運転は重大事故に
直結します。また、酒気帯び運転
の罰則は 3 年以下の懲役または50
万円以下の罰金、酒酔い運転の罰
則は 5 年以下の懲役または１00万円
以下の罰金と非常に厳しくなってい
ます。場合によっては、危険運転
致死傷罪が適用され、最長20年の
懲役を科せられることもあります。
　大洲警察署管内では、今年すで
に 2 人が交通事故の犠牲になり、
命を落とされています。車を運転
する時には、気持ちと時間に余裕
を持ち、交通ルールとマナーを守り、
思いやりの心を忘れずにハンドル
を握ってもらえれば、交通事故を
減らすことができると思います。
　安全運転をお願いします。大切
な人の笑顔を絶やさないために。

交通課　交通機動係

　篠原巡査部長
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大
洲
市
消
防
団
へ
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

～
新
制
度
創
設
で
団
員
数
増
加
～

地域医療を守るために ～市立大洲病院創立50周年・新築20周年記念式典および祝賀会～

　

消
防
団
員
数
を
増
や
し
た
大
洲
市
消

防
団
︵
中
川
一い
ち

夫お

団
長
・
団
員
１
４
７

１
人
︶
な
ど
全
国
19
消
防
団
へ
、
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
は
、
６
月
24
日
㈫
総

務
省
総
務
大
臣
室
で
あ
り
、
大
洲
市
か

ら
出
席
し
た
中
川
団
長
へ
新
藤
義よ
し

孝た
か

総

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
感
謝
状
贈
呈
は
、
全
国
的
に

団
員
数
の
減
少
傾
向
が
続
く
な
か
、
各

団
の
取
り
組
み
で
団
員
を
相
当
数
増
や

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
大
洲
市
消
防

団
は
、
消
防
活
動
経
験
者
を
活
用
す
る

制
度
を
今
年
度
か
ら
導
入
し
、
前
年
度

よ
り
も
団
員
を
44
人
増
や
し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
中
川
団
長

は
、
翌
25
日
㈬
に
市
役
所
を
訪
れ
、
清

水
市
長
に
総
務
大
臣
感
謝
状
の
受
領
報

告
を
し
、﹁
今
回
の
感
謝
状
受
領
は
、

機
能
別
消
防
団
員
制
度
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
制
度
化
を
認
め
て
い
た
だ

い
た
市
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
団
員

に
も
感
謝
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
団
員

確
保
に
力
を
注
ぎ
た
い
﹂
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
清
水
市
長
は
﹁
団
員

確
保
が
困
難
な
な
か
で
、
今
回
の
感
謝

状
受
領
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
。
団
員

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、
時
代
に
あ
っ
た
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂
と
応
え
ま
し
た
。

化を図ってきた。これからも、患者さんにとって『か
かりたい病院』医療従事者にとって『働きたい病院』
そして地域にとって『なくてはならない病院』となる
よう、職員一丸となって誠心誠意努めたい」と決意を
語りました。
　また、来賓の愛媛大学大学院医学系研究科消化器・
内分泌・代謝内科学の日浅陽

よう

一
いち

教授は「近年、医師
不足が深刻化している。若い医師は、都市部や大病
院での勤務を希望する者が多い。地方の中小病院は、
大病院との連携が課題となっている」と地方の病院
が抱える課題について話されました。

　 ６ 月28日㈯、市立大洲病院創立50周年・新築20周
年記念式典および祝賀会が、リジェール大洲で開催
されました。
　病院開設者の清水市長は「市立大洲病院は、国保
病院として開院した昭和22年から数えると６7年にな
る。この長い間、時代の要請と住民ニーズに対応し
た適切な医療を提供してきた。今後も医療の質の向
上と健全経営に取り組みたい」とあいさつしました。
　谷口嘉

よし

康
やす

病院長は「当院はこの１0年間、国の医療
費抑制策や慢性的な勤務医不足などに対処し、当地
域に質の高い医療を提供すべく、病院機能の充実強

感謝状を受け取った中川団長（写真左）と新藤総務大臣

清水市長に報告する中川団長（右から２人目）
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大
洲
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
が
全
国
大
会
出
場

ＪＲ伊予白滝駅の名所案内板がリニューアル

　

４
月
20
日
㈰
、
高
知
県
で
開
催
さ
れ

た
第
13
回
全
国
シ
ニ
ア
︵
50
歳
以
上
︶

サ
ッ
カ
ー
大
会
四
国
大
会
に
お
い
て
、

大
洲
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
が
み
ご
と
優
勝
し
、

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
㈭
、
メ
ン
バ
ー
６
人
が
市

役
所
を
訪
れ
、
清
水
市
長
と
二
宮
教
育

長
に
四
国
大
会
の
優
勝
と
、
６
月
28
日

㈯
か
ら
30
日
㈪
ま
で
北
海
道
帯
広
市
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
出
場
の
報
告
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

大
洲
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
は
、
市
内
在
住
者

や
出
身
者
な
ど
の
サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
で
、

２
０
０
０
年
に
﹁
大
洲
シ
ニ
ア
40
Ｆ
Ｃ
﹂

の
名
称
で
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
者
、
公
務
員

な
ど
、
高
校
生
の
時
に
サ
ッ
カ
ー
に
取

り
組
ん
で
い
た
20
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

県
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
な
ど
で
年
間
約
15
試

合
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

上
杉
茂し
げ
る

監
督
は
、﹁
今
回
の
出
場
で
、

３
年
連
続
７
度
目
の
出
場
と
な
る
。
静

岡
県
藤
枝
市
で
あ
っ
た
昨
年
の
大
会
で

は
、
２
分
け
１
敗
の
成
績
で
残
念
な
が

ら
予
選
リ
ー
グ
敗
退
だ
っ
た
。
今
年
は
、

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
行
な
わ

れ
る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
ぜ
ひ

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
た
い
﹂
と

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

帯
広
市
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、

兵
庫
県
、
三
重
県
、
茨
城
県
の
各
代
表

チ
ー
ム
と
予
選
リ
ー
グ
を
戦
い
、
１
点

を
争
う
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
０
勝
３
敗
で
、
悲
願

の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　ＪＲ伊予白滝駅ではこのほかにも、白滝地区の観
光行事に取り組まれている白滝商工観光連盟や白滝
公民館のみなさんが作られた、陶芸品「夢わらべ駅
長」や白滝の水を引き込んだ「ミニチュアの滝と池
のモニュメント」、白滝るり姫祭りなどの写真展「ス
テーションギャラリー」なども見ることができます。

　ＪＲ伊予白滝駅に、長浜高等学校美術部員１１人に
よりデザイン、製作された、新しい名所案内板が設
置されました。
　新しい案内板は、白滝にまつわる伝説をイメージ
して作られていて、 7 月１４日㈪から白滝を訪れるみ
なさんを、温かく出迎えています。
　ＪＲ四国では、 7 月１0日㈭にリニューアルした名
所案内板の除幕式と、長浜高等学校美術部のみなさ
んへの感謝状の贈呈式を予定していました。しかし、
台風 8 号の接近により駅での式典は中止となり、後
日長浜高等学校で感謝状の贈呈が行なわれました。
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雨にも泥にも負けられない戦い
～第20回どろんこミニバレー大会～

　今年で20回を迎えるどろんこミニバレー大会が、白
滝公民館柴分館前の水田で開催されました。
　参加した23チーム238人の選手たちは、泥に足をと
られながらも、懸命にボールを追いかけていました。
　当日は雨のために気温が低く、試合を終えた選手た
ちは、会場に用意された温かい豚汁とたき火で体と心
を温めていました。

6 月22日㈰

優勝を目指した熱い戦い
～分館対抗レクバレー大会～

　河辺中学校体育館で、分館対抗レクバレー大会が開
催されました。
　今年は、男子 7 チーム女子 5 チーム計９４人が参加
し、男子 2 ブロック女子 １ ブロックで、それぞれ総当
たりリーグ戦を行いました。
　選手のみなさんは、サッカーワールドカップの日本
代表の初戦を気にしながらも、熱戦を展開しました。

6 月15日㈰

体験を通して農業を知る
～三善小学校どろんこサッカー大会～

　子どもたちに自然との触れ合いを通じて、米作りや
農業の大変さ、食べ物の大切さを学ぶことを目的に、
どろんこサッカー大会が行われました。
　当日は、全校児童3４人とオーストラリアからの体験
入学生 2 人が、泥だらけになりながらボールを追いか
けていました。大会終了後には、秋の収穫に向けて全
員で田植えを体験しました。

6 月24日㈫

災害に強い地域づくり
～大和地区自主防災組織一斉避難訓練～

　地域ぐるみで防災対策にあたることを目的として、
大和地区で一斉避難訓練が行われました。
　サイレンを合図に各自一斉に避難行動を開始し、大
和小学校に集合しました。
　その後、参加した3４１人は、消防署員などの指導の
もと各種講習などに取り組み、さまざまな災害への対
応を学びました。

6 月15日㈰
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【契約をやめたいときは】
　楽して簡単に稼げるような、うまい話はありませ
ん。まずは、契約前によく考えましょう。
　もし、契約をしていても、法定書面を受け取った
日（商品の引き渡しが後の場合にはその日）から数
えて20日間以内であれば、クーリング・オフが可能
です。
　また、連鎖販売取引には中途解約の規定もありま
す。その際、条件を満たせば商品販売契約を解除す
ることもできます。
　お困りの際には、消費生活センターなどにご相談
下さい。

【問い合わせ先】
大洲市消費生活センター
☎2４－１7９0

【相談受付時間】
午前９時～正午、
午後１時～５時

（祝日除く月～金） トラブルは若者だけでなく
高齢者や主婦の方にも多いです

大
洲
の
食
育

　

肱
北
保
育
所
で
は
、
大
洲
農
業

高
等
学
校
と
の
交
流
が
盛
ん
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い

る
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
や
収
穫

に
加
え
、
幼
児
を
対
象
に
し
た
食

の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
年
長
児
と

の
お
に
ぎ
り
づ
く
り
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
は
、
食
材
の

働
き
に
よ
っ
て
赤
・
黄
・
緑
に
色
分

け
さ
れ
た
３
つ
の
基
礎
食
品
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
食

材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

楽しい話に潜む危険
　マルチ商法に気をつけて

　「楽に稼げるいい話がある」「人を紹介するだけで
月収百万円も夢じゃない」などと、友人知人から声
をかけられたことはありませんか。
　今回は、マルチ商法（ＭＬＭ）や、ネットワーク
ビジネスという言葉で知られる “連鎖販売取引” に
ついてご紹介します。

【連鎖販売取引の特徴】
　先述のセールストークを受けた消費者が、入会金
や商品代金を支払って組織に加入します。入会後は、
自らも同じように商品販売や組織加入の勧誘を行
い、その売り上げや紹介料が消費者や組織の収入と
なります。
　「儲けたお金ですぐに返せる」と借金をさせられ
たり、自分自身が事業者（加害者）となることもあ
ります。その結果、人間関係を壊してしまうなど、
非常に問題の起こりやすい商法といえます。

　大洲市消費生活センター通信

　

ま
た
、大
洲
産
の
﹁
に
こ
ま
る
米
﹂

を
使
用
し
た
お
に
ぎ
り
づ
く
り
で

は
、
調
理
を
す
る
楽
し
さ
、
み
ん

な
で
食
事
を
と
る
嬉
し
さ
な
ど
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
重
ね
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

食
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

保
育
所
で
の
食
育　

～
肱
北
保
育
所
～
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文化財

大洲城　台
だ い

所
ど こ ろ

櫓
やぐら

国指定重要文化財（建造物）
大洲市所有

　大洲城内に現存する ４ 棟の櫓の一つで、渡櫓
で天守に連結されている櫓です。創建された年
代は江戸前期頃と考えられますが、現在の櫓は
安政 ４ 年（１857）の大地震により大破したため、
安政 ６ 年（１85９）に再建されたものです。
　台所櫓は、その名のとおり台所の機能が付属
した珍しい櫓です。籠城時には城兵のための台
所として使用されるため、 １ 階の 3 分の １ が土
間となっているほか、排煙用の格子窓なども取
り付けられています。
　櫓の大きさは ６ 間× ４ 間（天守は ６ 間× 7 間）
と、かつて大洲城に存在した櫓の中では最大規
模のもので、小天守とも呼ぶべき様相を呈して
います。

（昭和32年 ６ 月１8日指定）

野　鳥

カケス（樫鳥）
スズメ目 カラス科
大きさ33㎝

　暑い日差しを遮る里山で「ジャァー、ジャァ
ー」と濁った声を聞くことがあります。声の持
ち主を、大洲地方では「ガイス」と呼んでいます。
他県でも「ガエス」とか「ガース」などと言わ
れているようですが、どの方言も鳴き声からき
ています。
　カケスはカラスの仲間で、ハトくらいの大き
さです。頭はごま塩模様、体はブドウ色、翼の
まん中はカワセミのように青く、翼の先と尾羽
は黒というカラフルな色合いの鳥です。雑食性
で普段は林の中でドングリなどを食べています
が、小鳥の雛を襲うため巣に近づき、親鳥から
激しく威嚇されている姿を見かけることもあり
ます。
　また、冬には群で生活をして周囲を警戒する
ことで、自分たちの身を守っています。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

大洲市を守る消防団員の活動や取り組みをシリーズで紹介します。
　

こ
の
大
会
は
、
２
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
愛
媛
県
消
防
操
法
大
会
の
予
選
も

兼
ね
て
い
て
、
消
防
団
員
の
消
防
操
法

技
術
向
上
は
も
と
よ
り
、
厳
正
な
規
律

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、
士
気
高
揚
に
よ
り
、
地
域
防
災

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
洲
市
お
よ
び
内
子
町
の

各
消
防
団
を
代
表
し
、﹁
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
﹂
に
５
チ
ー
ム
、﹁
小
型
ポ
ン

　

第
2９
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
洲
喜
多
地
区
大
会
が
６
月
１
日
㈰
、
大
洲
市
若
宮
の

五
郎
大
橋
上
流
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地域を守るエキスパート　№2

菅
田
・
大
谷
分
団
が
県
大
会
へ

　

～
消
防
操
法
大
洲
喜
多
地
区
大
会
～

プ
操
法
の
部
﹂
に
11
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
が
、
数
个
月
間
に

わ
た
る
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
操
法

技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

部
門
優
勝
し
た
菅
田
分
団
お
よ
び
大

谷
分
団
は
、
８
月
３
日
㈰
に
松
山
市
の

愛
媛
県
消
防
学
校
大
規
模
訓
練
場
で
開

催
予
定
の
、
第
28
回
愛
媛
県
消
防
操
法

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

こ
の
２
チ
ー
ム
は
、
現
在
県
大
会
に

向
け
て
さ
ら
な
る
訓
練
を
重
ね
て
い
ま

す
。
上
位
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
、

大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
会
結
果
（
入
賞
の
み
）

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

優　

勝　

菅
田
分
団　
　
　
︵
大
洲
市
︶

準
優
勝　

肱
北
分
団
第
１
部︵
大
洲
市
︶

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

優　

勝　

大
谷
分
団　
　
　
︵
大
洲
市
︶

準
優
勝　

満み
つ

穂ほ

分
団　
　
　
︵
内
子
町
︶

第
３
位　

新
谷
分
団
第
３
部︵
大
洲
市
︶

第
４
位　

五
十
崎
分
団
第
１
部︵

内
子
町
︶
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大
洲
藩
２
代
藩
主
加
藤
泰
興
は
、
慶

長
16
年
︵
１
６
１
１
︶
加
藤
貞さ
だ

泰や
す

の
嫡

男
と
し
て
伯ほ
う
き
の耆
国く
に

米
子
︵
現
在
の
米
子

市
︶
に
生
ま
れ
ま
し
た
。　
　

　

元げ
ん

和な

９
年
︵
１
６
２
３
︶、
父
貞
泰

が
亡
く
な
る
と
、
13
歳
で
大
洲
藩
６
万

石
を
相
続
し
ま
す
。
し
か
し
、
寛
永
11

年
︵
１
６
３
４
︶
弟
直な
お

泰や
す

と
の
間
で
分ぶ
ん

知ち

︵
領
地
を
分
け
る
こ
と
︶
を
巡
る
騒

動
が
勃
発
し
ま
す
。

　

こ
の
騒
動
の
原
因
は
、
貞
泰
の
遺
言

を
基
に
つ
く
ら
れ
た
﹁
御お

袋ふ
く
ろ

文ぶ
み

﹂
と

呼
ば
れ
る
文
書
の
有
無
で
、
両
者
と
も

譲
ら
な
い
ま
ま
５
年
が
過
ぎ
た
寛
永
16

年
、
加
藤
家
親
族
代
表
の
調
停
に
よ
っ

て
よ
う
や
く
解
決
し
、
直
泰
を
藩
主
と

す
る
新
谷
藩
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

若
く
し
て
藩
主
と
な
っ
た
泰
興
で
す

が
、
積
極
的
に
藩
の
基
盤
強
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
大
洲
藩
の
飛
地
だ

っ
た
風か
ざ
は
や早
郡
・
桑く
わ
む
ら村
郡
と
松
山
藩
だ
っ

た
伊
予
郡
の
領
地
交
換
を
成
功
さ
せ
た

ほ
か
、
松
山
城
、
高
松
城
、
丸
亀
城
の

在ざ
い

番ば
ん

を
務
め
る
と
、
そ
の
時
に
改か
い
え
き易
と

な
っ
た
藩
の
家
臣
で
優
秀
な
人
物
を
召

し
抱
え
る
な
ど
、
家
臣
団
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
泰
興
は
槍
の
名
手
と
し
て
知

ら
れ
、
槍そ
う

術じ
ゅ
つ

を
よ
り
深
く
極
め
る
た
め

禅
道
を
学
ぶ
な
か
で
、
平
戸
藩
主
松ま
つ

浦ら

鎮し
げ

信の
ぶ

を
介
し
て
知
っ
た
盤ば
ん
け
い珪
永よ
う

琢た
く

に
出

会
い
ま
す
。
盤
珪
の
教
え
に
深
く
心
酔

し
た
泰
興
は
、
盤
珪
を
大
洲
へ
招
き
、

寛か
ん

文ぶ
ん

９
年
︵
１
６
６
９
︶
に
冨と
み

士す

山や
ま

に

如に
ょ

法ほ
う

寺じ

を
建
立
し
ま
す
。

　

延え
ん
ぽ
う宝
２
年
︵
１
６
７
４
︶、
家
督
を

孫
の
泰や
す

恒つ
ね

に
譲
っ
た
泰
興
は
、
３
年
後

大
洲
の
下
屋
敷
に
お
い
て
67
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

如
法
寺
に
あ
る
泰
興
の
墓
所
に
は
、

五
輪
塔
の
前
に
亀き

ふ扶
︵
亀
の
甲
羅
の
上

に
石
碑
が
載
っ
た
も
の
︶が
配
置
さ
れ
、

こ
の
碑
文
に
は
、﹁
予よ

州し
ゅ
う

如に
ょ

法ほ
う

寺じ

中ち
ゅ
う

興こ
う

碑ひ

﹂
と
し
て
泰
興
の
功
績
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

加 

藤 

泰 

興
（
か
と
う
や
す
お
き
）

如法寺にある泰興の墓所

　大洲肱川のうかいは、日本三大うかいの一つです。
６ 月 １ 日㈰にうかい開きをして、 ９ 月20日㈯まで観
光客や地元の人を楽しませてくれます。なんといっ
ても肱川のうかいの魅力は、鵜

う

船
ぶね

と屋形船の並走距
離が長いことや、うかいの様子が近距離で見られる
ことです。
　昨年、あさもやのうかい案内人の解説を聞きなが
ら、青年部メンバーでうかいを楽しみ、うかいに関
するクイズを作成しました。

大洲商工会青年部　大洲ご当地クイズ

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 ９ 月号に掲載します。

大洲藩主加藤家の文化財（第参幕）

【先月号のクイズの解答・解説】
国立大洲青少年交流の家に、カヌーは何艇あるでし
ょうか。
①約１00艇
②約200艇
③約300艇
解答　「③約300艇」
解説　実は、国立大洲青少年交流の家は、カヌー保
有数日本一です。川で使用するカヌー以外にも、シ
ーカヤックという海で使用するカヌーも保有してい
ます。
　国立大洲青少年交流の家では、カヌーで大洲の素
晴らしさを感じてもらお
うと、親子で体験できる

「ふれあいカヌー体験」
を実施しています。

【今月のクイズ】
大洲肱川のうかいは、日本三大うかいの一つで
す。日本三大うかいに選ばれている理由は何で
しょうか。
①　歴史が長い
②　鵜が多い
③　うかいを見る
　　屋形船が多い
④　観光客が多い
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【
日　
時
】

８
月
24
日
㈰　

午
前
11
時
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
決
行

【
場　
所
】

肱
川
緑
地
公
園
～
肱
南
商
店
街
︵
本
町
一
丁
目
︶

～
肱
北
商
店
街
︵
殿
町
・
常
磐
町
︶
～
新
町
商

店
街
～
ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲
～
肱
川
緑
地
公
園

※
荒
天
時　

大
洲
市
総
合
体
育
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
振
興
会
事
務
局

☎
０
８
０
︵
６
３
８
９
︶
４
３
５
１

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://ehim
eyosakoi.com

/

　

え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
２
０
１
４

　

～
大ま

ち洲
に
舞
う
風　

伊
予
の
華
～

　ながはま赤橋夏まつり

　大洲城を挟んでの「ナイアガラの滝」、さまざ
まな思いを打ち上げる「おめでとう・ありがと
う花火」。
　大洲ならではの、音と光の演出をお楽しみく
ださい。

【日　時】
8 月 3 日㈰、 ４ 日㈪
午後 8 時～ ９ 時
※雨天時は翌日以降に順延

【場　所】
▽ 3 日㈰　肱北河原（大洲城側）
▽ ４ 日㈪　肱南河原（臥龍山荘側）

【問い合わせ先】
大洲市観光協会
☎2４－2６６４

　大洲川まつり花火大会
　～夜空を彩る大輪の花～

本
町
演
舞
場

殿町演舞場 新町演舞場常磐町演舞場

アクトピア
競演場

アクトピア大洲緑地公園
開会・閉会式会場
緑地公園特設会場

JR伊予大洲駅

【日　時】 8 月 2 日㈯
【場　所】肱川河口特設会場　ほか
【内　容】
肱川河口特設会場
▽魚のつかみ取り大会（小学生）午後 3 時30分～
　※午後 3 時から受け付け
▽出店・ビアガーデンオープン・吹奏楽・ソー

ラン踊り・ゴスペル　ほか 午後 5 時30分～
▽花火打ち上げ 午後 8 時30分～
長浜ふれあい会館
▽第１8回ながはま赤橋夏まつり
　俳句大会 午前 ９ 時30分～

【問い合わせ先】
ながはま赤橋夏まつり
実行委員会（大洲市
観光協会長浜支部内）
☎52－１１１１
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今
年
９
月
１
日
㈪
に
、
大
洲
城
が
復

元
さ
れ
て
１0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、ぜ
ひ
大
洲
城
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
洲
城
復
元
10
周
年
記
念
式
典

　

市
民
か
ら
公
募
し
て
結
成
し
た
大
洲

藩
鉄
砲
隊
が
、
丸
亀
城
鉄
砲
隊
と
と
も

に
火
縄
銃
演
武
︵
空
砲
︶
を
行
い
ま
す
。

【
日
　
時
】

８
月
31
日
㈰　

午
前
11
時
～

【
場
　
所
】
大
洲
城

特
別
展
「
井
上
関せ
き

右え
も
ん
衛
門
展
〜
大
洲
藩

の
鉄
砲
を
作
っ
た
職
人
〜
」

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
鍛
冶
屋
敷
と
し

て
そ
の
邸
宅
が
日
本
で
唯
一
現
存
し
て

い
る
、
大
阪
・
堺
の
鉄
砲
鍛
冶
﹁
井
上

関
右
衛
門
﹂
と
大
洲
藩
と
の
約
２
０
０

年
に
わ
た
る
歴
史
に
迫
り
ま
す
。

【
期
　
間
】

８
月
31
日
㈰
～
11
月
30
日
㈰

【
場
　
所
】
大
洲
城
天
守
閣

大
洲
城
丸
わ
か
り
ガ
イ
ド

　

明
治
の
古
写
真
、
天
守
雛
形
と
呼
ば

れ
る
江
戸
期
の
木
造
木
組
模
型
な
ど
に

よ
り
、
精
巧
に
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
の

見
ど
こ
ろ
が
丸
ご
と
分
か
る
ガ
イ
ド
を

大
洲
城
に
て
実
施
し
ま
す
。

【
期
　
間
】

８
月
31
日
㈰
～
平
成
27
年
３
月

︵
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
の
み
開
催
︶

　

大
洲
城
復
元
₁0
周
年
事
業
を
開
催

火
縄
銃
解
体
シ
ョ
ー

　

学
芸
員
が
火
縄
銃
を
解
体
し
な
が

ら
、
火
縄
銃
の
し
く
み
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

【
期
　
間
】

８
月
31
日
㈰
～
平
成
27
年
３
月

︵
月
１
回
開
催
︶

【
場
　
所
】
大
洲
城
天
守
閣

※ 

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
観
光
振
興
係

☎
㉔
１
７
１
７

　鹿野川の夜空に映える打ち上げ花火は壮観。
ご家族お誘い合わせのうえ、ぜひお越しくださ
い。

【日　時】 8 月１0日㈰
　　　　午前１１時～午後１0時
　　　　※雨天中止

【場　所】肱川支所前の市道
【内　容】
花火大会（午後 ９ 時～肱川中学校グラウンド）
肱川ＴＫＪトーナメント（小学生対象）、じゃん
けんトーナメント（幼稚園児対象）、文化協会発
表、各種出店　など

【問い合わせ先】
鹿野川夏まつり実行委員会

（肱川支所）
☎3４－23１１

　鹿野川夏まつり

　古来の太鼓が夜空に響き、神楽の舞が神秘的
で幻想的な世界を奏でます。今年で１7回目を迎
える夜神楽は、岩谷地域の一大イベントで、毎
年たくさんの人でにぎわいます。
　今年も大蛇が空から舞い降りて、みなさまの
ご来場を歓迎します。併せて、森と水を考える
交流会（パネル展）も開催します。

【日　時】 8 月１3日㈬　午後 ６ 時～ ９ 時30分
※雨天決行

（神事の後、神楽開始）
【場　所】旧岩谷小学校
【内　容】各種バザー、餅・菓子まき

【問い合わせ先】
夜神楽実行委員会

（岩谷分館）
☎3４－2９7４

　第₁7回山鳥坂の夜神楽
　～県無形民俗文化財指定～
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夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
、
午
前
中
は

プ
ー
ル
で
遊
び
、
午
後
は
愛
媛
マ
ン
ダ

リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
を
応
援
し
よ
う
。

【
日　
時
】
８
月
31
日
㈰

開　
　

場　

午
後
０
時
30
分

試
合
開
始　

午
後
２
時　

【
場　
所
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場

︵
大
洲
球
場
︶

【
対
戦
相
手
】

香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

【
チ
ケ
ッ
ト
】

一
般
︵
高
校
生
以
上
︶
７
０
０
円

※
大
洲
市
民
の
み
の
特
別
価
格

　

こ
の
試
合
に
限
り
、
市
内
小
中
学
生

は
、
球
団
お
よ
び
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ

イ
レ
ー
ツ
大
洲
地
区
後
援
会
よ
り
、
無

料
招
待
券
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

前
売
券
は
、
下
記
事
務
局
の
ほ
か
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
総
合
体

育
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

︵
当
日
券
は
、
大
洲
球
場
で
購
入
可
︶

【
特
別
イ
ベ
ン
ト
】

▽ 

地
元
の
豪
華
景
品
が
当
た
る
ガ
ラ
ポ
ン

大
抽
選
会

▽
ス
タ
ン
ド
を
オ
レ
ン
ジ
に
染
め
よ
う
。

　

 ﹁
応
援
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
﹂
を
先
着
５

０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公
式
戦
開
催
の
ご
案
内

▽
平
野
運
動
公
園
プ
ー
ル
無
料
ご
招
待

※ 

８
月
31
日
㈰
午
前
９
時
30
分
か
ら
正

午
ま
で
に
、
プ
ー
ル
受
け
付
け
で
愛

媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公
式
戦

の
入
場
券
︵
小
中
学
生
無
料
招
待
券

付
き
チ
ラ
シ
含
む
︶
を
提
示
さ
れ
た

人
に
限
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協
議
会
事

務
局
︵
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
︶

☎
㉔
１
７
３
４

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
大
洲
地

区
後
援
会
事
務
局︵
大
洲
商
工
会
議
所
︶

☎
㉔
４
１
１
１

　山頂から打ち上げられる花火は迫力満点です。
楽しい催しもたくさんありますので、お誘い合
わせのうえ、ぜひご来場ください。

【日　時】 8 月１４日㈭　午後 ４ 時30分～ ９ 時

【場　所】河辺ふるさと公園おまつり広場
　　　　　※雨天時は、河辺中学校体育館

【内　容】花火大会、椎名佐
さ

千
ち こ

子歌謡ショー、
ちびまる子ちゃんがやってくる　ほか

【問い合わせ先】
かわべふるさと祭り実行
委員会（河辺公民館内）
☎3９－255１

　かわべふるさと祭り

　いよいよ、いもたきの季節が近づいてきまし
た。秋の夜長に月明かりの下、涼しい風に吹か
れながら300年の歴史ある大洲のいもたきを味
わってみませんか。初煮会では、楽しいイベン
トも実施します。

【実施期間】
8 月2９日㈮～１0月下旬

【実施場所】如法寺河原
【料　　金】 １ 人　2,000円～
【問い合わせ先】
大洲市観光協会　☎2４－2６６４

　 秋の風物詩「元祖おおずのいも
たき」が始まります
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今
年
も
、﹁
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本

龍
馬
脱
藩
の
道
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

　
前
夜
祭
／
龍
馬
を
語
る
夕
べ

　

龍
馬
脱
藩
ル
ー
ト
解
明
記
念
曲
﹁
奔は
し

れ
！
龍
馬
﹂
を
歌
っ
て
い
る
、
歌
手
の

大
林
幸こ
う

二じ

さ
ん
を
招
き
﹁
大
林
幸
二
き

ま
ぐ
れ
歌
謡
シ
ョ
ー
﹂を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
全
国
の
龍
馬
フ
ァ
ン
が

シ
ャ
モ
鍋
と
お
酒
で
龍
馬
談
義
を
行

い
、
翌
日
へ
の
英
気
を
養
い
ま
す
。

【
日　
時
】

９
月
27
日
㈯　

午
後
４
時
～

【
場　
所
】
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿

【
定　
員
】
50
人

【
参
加
費
】
３
０
０
０
円

※
宿
泊
費
は
含
ま
な
い
。

　
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

　

幕
末
の
志
士
坂
本
龍
馬
が
、
脱
藩
し

た
折
に
通
っ
た
河
辺
の
山
道
を
歩
き
な

が
ら
、
近
代
日
本
の
礎
と
な
っ
た
龍
馬

の
足
跡
を
し
の
び
ま
す
。
脱
藩
の
道
沿

い
に
は
自
然
が
あ
ふ
れ
、
澄
ん
だ
空
気

の
山
道
は
森
林
浴
に
も
最
適
で
す
。

【
日　
時
】

９
月
28
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

　

第
26
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍り
ょ
う

馬ま

脱
藩
の
道

【
場　
所
】
河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
集
合

【
コ
ー
ス
】

▽
Ａ
コ
ー
ス

　

脱
藩
の
道
オ
ン
リ
ー
コ
ー
ス

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　

浪
漫
八
橋
と
脱
藩
の
道
コ
ー
ス

【
定　
員
】
３
０
０
人

【
参
加
費
】
２
３
０
０
円

※
弁
当
、
記
念
品
、
保
険
な
ど
を
含
む
。

【
主　
催
】

大
洲
市
、
河
辺
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
保

存
会

【
申
込
締
切
日
】︵
両
イ
ベ
ン
ト
︶

９
月
５
日
㈮
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

河
辺
支
所　
　
　
　

☎
㊴
２
１
１
４

　肱川あらし発生初日当てクイズ
　「肱川あらし」とは、秋から冬にかけて霧を伴った冷気風が、肱川上流から伊予灘へ吹き出すという世界的
にも珍しい自然現象です。
　この「肱川あらし」が午前 7 時から 7 時30分までの間に、長浜大橋地点で確認できる最初の日を「発生初日」
と定義づけ、次のとおり「発生初日当てクイズ」を実施します。

【応募期間】 8 月 １ 日㈮～ ９ 月20日㈯
（当日消印有効）
【応募方法】
　官製はがきに、発生予想日「平成2６年○月○日」
と郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号および希
望賞品（食事券または特産品）をご記入のうえ、右
記までご応募ください。
※ 応募は １ 人 １ 通とし、応募に際して得た個人情報

は、抽選、賞品発送以外の用途には使用しません。

【賞　品】
　当選者について
　的中された人の中から、抽選で１5人を当選者とし、
大洲市長浜で使える5,000円相当のお食事券または
特産品を贈呈します。

　残念賞について
　当選者以外の中から、抽
選で４0人に特産品を贈呈し
ます。

【応募・問い合わせ先】
〒7９９︲3４0１　大洲市長浜甲
４80︲3
肱川あらし実行委員会（長
浜支所）
☎52－１１１１

近年の発生初日
平成25年１0月2９日
平成2４年１0月25日
平成23年１0月20日
平成22年１0月１8日
平成2１年１0月１１日
平成20年１0月１６日
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市
で
は
、
安
定
し
た
行
政
運
営
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
行
政
改
革
大
綱
お

よ
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
３
期
行
政
改
革
大
綱

の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
求
め
る
た
め
に
設
置
す
る
、

﹁
大
洲
市
行
政
改
革
推
進
懇
話
会
﹂
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
役　
割
】

　

市
の
行
政
改
革
の
推
進
や
そ
の
状
況

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
任　
期
】

９
月
上
旬
～
平
成
28
年
８
月
末︵
予
定
︶

【
人　
数
】
２
人

【
応
募
資
格
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
女
性

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▽ 

本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
な
い
人

▽ 

国
も
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員

ま
た
は
本
市
の
職
員
で
な
い
人

▽
20
歳
以
上
の
人

　
 

大
洲
市
行
政
改
革
推
進
懇
話
会
公
募
委
員
の

　
 

募
集
に
つ
い
て

　
募
集
を
女
性
に
限
定
す
る
理
由

　

大
洲
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に

基
づ
き
、
審
議
会
な
ど
に
お
け
る
女
性

の
参
画
率
を
高
め
る
た
め
。

【
募
集
期
間
】

　

８
月
７
日
㈭
～
20
日
㈬

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
募
集
期
間
内
に
財
政
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
財

政
課
お
よ
び
各
支
所
、
各
公
民
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

※ 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
の
う
え
決

定
し
、
選
考
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
決

定
後
直
ち
に
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

財
政
課
行
政
改
革
推
進
係

☎
㉔
１
７
２
１

　平成26年度自衛官等募集案内 ★自衛官募集ＨＰ
　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/ 

募　集　種　目 資　　　格 受　付　期　間 試験期日（１次試験）

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
一
般

航 空 学 生 高卒（見込みを含む。）で
2１歳未満の人 8 月 １ 日㈮～ ９ 月 ９ 日㈫ ９ 月23日㈫

陸 上 自 衛 官（ 看 護 ）
看護師免許を有し、保健
師・助産師免許を有する
人（見込みを含む。）で3６
歳未満の人

９ 月 １ 日㈪～ ９ 月30日㈫ １１月2９日㈯

一 般 曹 候 補 生
１8歳以上27歳未満の人

8 月 １ 日㈮～ ９ 月 ９ 日㈫ ９ 月１９日㈮・20日㈯の １ 日

自衛官候補生
男　性 年間を通じて受け付け。 受付時にお知らせします。※

女　性 8 月 １ 日㈮～ ９ 月 ９ 日㈫ ９ 月25日㈭～2９日㈪の １ 日

防 衛 医 科 大
学 校 学 生

医学科

高卒（見込みを含む。）で
2１歳未満の人

９ 月 5 日㈮～ ９ 月30日㈫
１１月 １ 日㈯・ 2 日㈰

看護学科
（自衛官コース） １0月１8日㈯

防 衛 大 学
校 学 生

推　薦
（学校長） ９ 月 5 日㈮～ ９ 月 ９ 日㈫

９月27日㈯・28日㈰

総合選抜 ９月27日㈯
一　般

（前　期） ９ 月 5 日㈮～ ９ 月30日㈫ １１月 8 日㈯・ ９ 日㈰

一　般
（後　期）

平成27年 １ 月2１日㈬
～ １ 月30日㈮ 平成27年 2 月28日㈯

中
学
生
な
ど

高等工科学校
生　　　　 徒

推　薦
（学校長） 男性で中卒（見込みを含む。）

で17歳未満の人
１１月 １ 日㈯～１2月 5 日㈮ 平成27年 １ 月１0日㈯～

１2日㈪の １ 日

一　般 １１月 １ 日㈯ 
～平成27年 １ 月 ９ 日㈮ 平成27年 １ 月2４日㈯

資格欄中の「高卒」は、中等教育学校卒業者を含みます。
※　平成27年 3 月中等教育学校卒業予定者または高等学校卒業予定者のための採用試験は、原則として ９ 月１６日以降に行います。

【問い合わせ先】自衛隊愛媛地方協力本部　大洲地域事務所　大洲市大洲６78－ １
　　　　　　　　旧大洲市立図書館 2 階（大洲小学校前）　☎2４－４１23
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大
洲
市
は
、
来
年
１
月
11
日
㈰
合
併

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。そ
れ
を
記
念
し
、

市
民
の
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
元
気
で

明
る
い
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
大
洲

市
民
の
歌
﹁
歌
詞
﹂
お
よ
び
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
、ロ
ゴ
タ
イ
プ
を
募
集
し
ま
す
。

大
洲
市
民
の
歌
「
歌
詞
」
に
つ
い
て

【
応
募
規
程
】

▽ 

形
式
は
自
由
で
す
。作
品
の
余
白
に
、

住
所
、
氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
連
絡
先
、
作
品
名
、

歌
詞
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
大

洲
市
に
寄
せ
る
思
い
な
ど
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▽ 

歌
詞
は
、
2
番
以
上
と
し
、
漢
字
お

よ
び
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
に
は
ふ

り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
で
、

他
者
の
著
作
権
を
侵
害
し
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
は
、
一
人
１
作
品
と
し
ま
す
。

【
入　
賞
】

▽
最
優
秀
作
品　

１
点

　

賞
状
お
よ
び
賞
金
︵
20
万
円
︶

▽
優
秀
作
品　

10
点

　

 

賞
状
お
よ
び
賞
品
︵
１
万
円
相
当
の

特
産
品
︶

【
応
募
上
の
注
意
】

▽  

応
募
に
係
る
費
用
は
、
応
募
者
の
負

　
 

大
洲
市
民
の
歌
「
歌
詞
」
お
よ
び
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
、
ロ
ゴ
タ
イ
プ
募
集
に
つ
い
て

担
と
な
り
ま
す
。

▽ 

応
募
作
品
に
著
作
権
な
ど
の
問
題
が
生

じ
た
場
合
は
、
応
募
者
︵
保
護
者
を
含

む
︶
が
責
任
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

▽ 

最
優
秀
作
品
は
、
作
詞
・
作
曲
家
の

た
き
の
え
い
じ
さ
ん︵
大
洲
市
出
身
︶

に
作
曲
︵
編
曲
︶
を
依
頼
し
ま
す
。

▽ 

最
優
秀
作
品
は
、
作
曲
の
都
合
な
ど

に
よ
り
歌
詞
の
一
部
を
変
更
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽ 
最
優
秀
作
品
の
著
作
権
や
一
切
の
権

利
は
、
大
洲
市
に
帰
属
し
ま
す
。

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽ 

こ
の
応
募
規
程
お
よ
び
応
募
上
の
注

意
に
違
反
し
た
場
合
、
審
査
の
対
象

か
ら
除
き
ま
す
。

▽ 

応
募
に
際
し
て
得
た
個
人
情
報
は
、

市
が
適
正
に
管
理
し
、
応
募
者
へ
の

連
絡
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、入
賞
者
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、

公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

入
賞
の
発
表
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、広
報
大
洲
に
掲
載
し
ま
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
タ
イ
プ

　
に
つ
い
て

【
応
募
規
程
】

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
部
門

▽ 

使
用
可
能
な
色
は
、
白
色
を
含
み
４

色
ま
で
と
し
ま
す
。

ロ
ゴ
タ
イ
プ
部
門

▽ 

使
用
可
能
な
色
は
、
白
色
を
含
み
２

色
ま
で
と
し
ま
す
。

▽ 

文
字
の
種
類
は
、
ひ
ら
が
な
、
漢
字
、

ロ
ー
マ
字
の
３
種
類
と
し
ま
す
。

各
部
門
共
通

▽ 

用
紙
は
、
Ａ
４
版
の
白
色
用
紙
を
使

用
し
、１
枚
に
つ
き
１
点
と
し
ま
す
。

▽
画
材
は
自
由
で
す
。

▽ 

裏
面
に
住
所
、
氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
連
絡
先
、
デ

ザ
イ
ン
︵
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は

ロ
ゴ
タ
イ
プ
︶
の
説
明
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

▽ 

作
品
の
上
下
が
わ
か
る
よ
う
に
、
上

側
を
矢
印
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
で
、

他
者
の
著
作
権
を
侵
害
し
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
は
、
一
人
１
作
品
と
し
ま
す
。

【
入　
賞
】
各
部
門
と
も

▽
最
優
秀
作
品　

１
点

　

賞
状
お
よ
び
賞
金
︵
20
万
円
︶

▽
優
秀
作
品　

10
点

　
 

賞
状
お
よ
び
賞
品
︵
１
万
円
相
当
の

特
産
品
︶

【
応
募
上
の
注
意
】

▽ 
応
募
に
係
る
費
用
は
、
応
募
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

▽ 

応
募
作
品
に
著
作
権
な
ど
の
問
題
が

生
じ
た
場
合
は
、
応
募
者
︵
保
護
者

を
含
む
︶
が
責
任
を
負
う
も
の
と
し

ま
す
。

▽ 

最
優
秀
作
品
は
、
一
部
を
修
正
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

最
優
秀
作
品
の
著
作
権
や
一
切
の
権

利
は
、
大
洲
市
に
帰
属
し
ま
す
。

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽ 

こ
の
応
募
規
程
お
よ
び
応
募
上
の
注

意
に
違
反
し
た
場
合
、
審
査
の
対
象

か
ら
除
き
ま
す
。

▽ 

応
募
に
際
し
て
得
た
個
人
情
報
は
、

市
が
適
正
に
管
理
し
、
応
募
者
へ
の

連
絡
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、入
賞
者
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、

公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

入
賞
の
発
表
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、広
報
大
洲
に
掲
載
し
ま
す
。

　
共
通
項
目

【
応
募
資
格
】

　

大
洲
市
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
人

な
ら
、
居
住
地
を
問
い
ま
せ
ん
。

【
応
募
期
間
】

9
月
10
日
㈬
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
方
法
】

持
参
ま
た
は
郵
送

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
８
６
０
１

大
洲
市
大
洲
６
９
０
番
地
の
1

企
画
調
整
課
内

大
洲
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会　

宛

☎
㉔
１
７
２
８

℻
㉔
０
０
８
０

E-m
ail

kikakuchoseika@
city.ozu.ehim

e.jp
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年
間
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世

帯
に
介
護
保
険
の
受
給
者
が
い
る
場

合
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
の

自
己
負
担
を
合
算
し
、
定
め
ら
れ
た
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

超
え
た
分
が
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と

し
て
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の

所
得
区
分
と
自
己
負
担
限
度
額
が
、
８

　
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
該
当
し
て

い
る
世
帯
に
は
、
申
請
書
を
同
封
し
た

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
国
保
係

☎
㉔
１
７
１
３

　「限度額適用認定証」・
　「限度額適用・標準負担額減額認定証」の更新について

70
歳
未
満
の
人

70
～
74
歳
の
人

（変更前） （変更後）

区分 所得要件 平成2６年
7 月まで

上位所得者 旧ただし書所得
６00万円超 １2６万円

一般 旧ただし書所得
６00万円以下 ６7万円

低所得 住民税非課税 3４万円

➡

➡

所得要件 平成2６年 8 月～
平成27年 7 月

平成27年
8 月以降

旧ただし書所得
９0１万円超 １7６万円 2１2万円

旧ただし書所得
６00万円超～９0１万円以下 １35万円 １４１万円

旧ただし書所得
2１0万円超～６00万円以下 ６7万円 ６7万円

旧ただし書所得
2１0万円以下 ６3万円 ６0万円

住民税非課税 3４万円 3４万円

区分 所得要件 平成2６年
7 月まで

現役並所得 課税所得
145万円以上 ６7万円

一般 課税所得
145万円未満 5６万円

低所得Ⅱ 住民税非課税 3１万円

低所得Ⅰ 住民税非課税
（所得が一定以下） １９万円

所得要件 平成2６年 8 月以降

課税所得
１４5万円以上 ６7万円

課税所得
１４5万円未満※ 5６万円

住民税非課税 3１万円

住民税非課税
（所得が一定以下） １９万円

※旧ただし書所得の合計額が2１0万円以下の場合も含む。
※旧ただし書所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた金額になります。

　「限度額適用認定証」・「限度額適用・標準負担額
減額認定証」とは、国民健康保険の加入者が、医療
機関などでの窓口払いを自己負担限度額までに抑え
ることができる証です。
　現在交付している認定証の有効期限は、 7 月3１日
㈭までとなっていて、毎年更新の手続きが必要です。
　引き続き利用する場合は、 7 月中にご自宅へ申請
書を送付しますので、更新の手続きを行ってくださ
い。なお、手続きは代理人でも行うことができます。

【手続きに必要なもの】
▽印鑑
▽保険証
▽ 過去１年間の入院日数が９0日を超えている場合

は、入院日数がわかる保険医療機関の証明書・領
収書など

【受付開始日】 8 月 １ 日㈮～
※ 8 月中の申請であれば、 8 月 １ 日からの適用とな

ります。

【注意事項】
▽ 平成25年中の所得に基づいて判定しますので、認

定証が不要な場合もあります。
▽ 国民健康保険税を滞納していると、認定証の交付

が受けられない場合があります。
▽ 平成27年 １ 月診療分から、所得区分・限度額の変

更が予定されています。

【申請・問い合わせ先】
保険環境課国保係　☎2４－１7１3
長浜支所　　　　　☎52－１１１3
肱川支所　　　　　☎3４－233１
河辺支所　　　　　☎3９－2１１3

広報大洲 ８月号 20

お し ら せ



　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
市
内
で
も
盛

ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

本
年
４
月
に
、
県
内
で
国
内
初
と
な
る

か
い
よ
う
病
の
新
し
い
病
原
細
菌
の
系

統
が
確
認
さ
れ
、
５
月
に
は
市
内
で
も

感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
確
認
さ
れ
た
か
い
よ
う
病
は
、

感
染
力
が
強
く
、
現
在
、
完
治
さ
せ
る

対
処
方
法
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

抜
本
的
な
対
策
は
、
伐
採
し
か
な
い
の

が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
生
産
者
を

は
じ
め
関
係
機
関
で
は
、
徹
底
し
た
防

除
作
業
を
行
う
な
ど
、
感
染
拡
大
を
防

止
し
て
い
ま
す
。

　

か
い
よ
う
病
の
病
原
菌
は
風
雨
に
よ

り
飛
散
し
、
周
辺
の
園
地
や
樹
木
に
感

染
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
自
家
消
費
用

な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
人
で
、
疑
わ

し
い
症
状
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
自
己

対
応
を
せ
ず
に
農
林
水
産
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
産
地
を
守
る
た

め
に
、
早
期
発
見
と
対
策
に
よ
り
、
感

染
拡
大
の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
発
病
の
確
認
方
法
】

　

幹
、
枝
、
葉
、
花
な
ど
、
果
実
以
外

の
ほ
と
ん
ど
の
部
位
で
発
生
し
ま
す
。

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
か
い
よ
う
病
対
策
に
つ
い
て

　

そ
の
中
で
も
典
型
的
な
症
状
と
し
て

は
、葉
に
大
き
な
斑
点
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
感
染
し
た
枝
は
、
亀
裂
や
切
り

口
か
ら
白
色
の
樹
液
が
出
て
、
し
ば
ら

く
す
る
と
赤
く
変
色
し
ま
す
。

　「ふるさとＣＭ大賞ʼ１5」（主催：愛媛朝日テレ
ビ）が開催されます。
　みなさんのオリジナリティあふれる発想で、
大洲をアピールするＣＭを作成してみませんか。
　大賞作品は、愛媛朝日テレビで年間200回放送
されますので、ふるってご応募ください。

【応募資格】自治体職員または自治体が認めた団体

【申込期限】 ９ 月30日㈫　※事務局への提出期限

【提出先】企画調整課広報広聴係

【審査会（公開収録）】平成27年 2 月 １ 日㈰
松山市総合コミュニティセンター

【問い合わせ先】
ｅａｔ「ふるさとＣＭ大賞事務局」
☎08９（９４６）９６5１
企画調整課広報広聴係
☎2４－１728

　ふるさとＣＭ大賞作品募集

　ＪＲ四国の観光列車「伊予灘ものがたり」が、
7 月2６日㈯から毎週土・日曜日および祝日に、
予讃線海回り「愛ある伊予灘線」で運行を開始
します。
　列車を見かけた人は、乗客のみなさんへ歓迎
の手振りにご協力ください。特に、運航開始日
の手振りにご協力ください。

【各駅通過時間】

【問い合わせ先】
観光まちづくり課
☎2４－１7１7

　観光列車への手振りにご協力ください

【
か
い
よ
う
病
へ
の
正
し
い
理
解
を
】

▽ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
果
実
に
は
発
病

し
な
い
た
め
、
食
べ
て
も
人
体
へ
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

動
物
や
野
菜
な
ど
に
感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

☎
㉔
１
７
２
７

大洲編
（下り）

双海編
（上り）

八幡浜編
（下り）

道後編
（上り）

喜多灘駅 １0：02 １１：４１ １４：3４ １６：5９
伊予長浜駅 １0：１１ １１：28 １４：52 １６：5１
八多喜駅 １0：2４ １１：0１ １5：07 １６：37
伊予大洲駅 １0：33 １0：52 １5：１９ １６：28
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公
益
財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会

は
、
市
内
に
お
け
る
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性
を
か
ん

養
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
に
対

し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
市
内
の
児
童
生
徒
ま
た
は
青
少
年

の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

市
内
の
児
童
生
徒
ま
た
は
青
少
年
を

対
象
に
実
施
す
る
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
行
う
教
育
関
係
機
関
お
よ
び

団
体
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を

行
う
者

▽
文
化
お
よ
び
芸
術
の
振
興

▽
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
推
進

▽
児
童
生
徒
ま
た
は
青
少
年
の
健
全
育
成

▽
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

▽ 

そ
の
他
公
益
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業

【
助
成
金
額
】︵
年
間
︶

　

１
事
業
あ
た
り
、
総
事
業
費
の
２
分

の
１
以
内
で
２
０
０
万
円
を
上
限

※
１
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て

【
応
募
方
法
】

　

所
定
の
事
業
計
画
書
に
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
事
業
計
画
書
︵
様
式
第
１
号
︶

▽
要
望
書
︵
別
紙
１
︶

　

公
益
財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会

　

～
平
成
27
年
度
助
成
事
業
応
募
要
領
～

▽
事
業
実
施
団
体
お
よ
び
事
業
の
概
要

　
︵
別
紙
２
︶

▽
事
業
計
画
書
︵
別
紙
３
︶

▽
収
支
予
算
書
︵
案
︶︵
別
紙
４
︶

▽
収
支
決
算
書
︵
別
紙
５
︶

【
募
集
期
間
】

８
月
１
日
㈮
～
９
月
30
日
㈫

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
決
定
と
通
知
】

　

理
事
会
で
決
定
後
、
応
募
者
あ
て
に

通
知
し
ま
す
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
８
５
０
２

大
洲
市
大
洲
７
３
７
番
地

愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学
校
内

公
益
財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会
事
務
局

☎
㉓
４
５
３
４

℻
㉓
４
７
０
８

　テーブルタップを使って、いくつもの電気器
具を同時に使っていませんか。この状態をタコ
足配線といいます。テーブルタップのコードは、
流せる電流の量に制限があります。
　タコ足配線は、コードが過熱して火災の原因
になることがあり、とても危険です。器具が増
えたらコンセントを増やしましょう。

【問い合わせ先】
一般財団法人四国電気保安協会
愛媛支部大洲事業所　☎23－50１2

　 8 月は「電気使用安全月間」です

お寄せいただいた内容
　▽生活困窮者の救済について　　など

　みなさんから寄せられた意見・提言などは、
市政の参考資料として活用させていただきます。
　また、連絡先・氏名が記載してある場合は、
文書や電話などでお答えをしています。

【問い合わせ先】
企画調整課広報広聴係
☎2４－１728

　平成25年度市民ポストの運営状況

みなさんから寄せられた
意見・提言など ２件

【内訳】
　回答したもの １件
　回答を要しなかったもの １件

（匿名によるご意見で、回答できなかったもの
です。）
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大
洲
市
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
エ
リ
ア
で
は
、
正
午
と
午
後
５
時
に

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
で
時
刻
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
正
午
の
﹁
お
は

な
は
ん
﹂
は
、
ほ
と
ん
ど
の
み
な
さ
ん

が
ご
存
知
で
す
が
、
午
後
５
時
の
音
楽

は
﹁
田
舎
の
四
季
﹂
と
い
う
曲
名
で
す
。

　

こ
の
曲
は
、
文
部
省
唱
歌
で
、
明
治

43
年
と
昭
和
８
年
に
小
学
校
の
音
楽
の

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
作
詞
を

し
た
の
は
、
堀ほ
り
ざ
わ沢
周ち
か
や
す安
で
す
。
堀
沢
は
、

明
治
38
年
か
ら
大
正
２
年
に
か
け
て
、

県
立
大
洲
中
学
校
に
在
職
し
国
語
を
教

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
城
山
か

ら
久
米
の
里
を
眺
め
、
田
園
の
情
景
の

素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
こ
の
歌
詞
が

作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
冨
士
山
公
園
の
展
望
台

付
近
に
、
こ
の
歌
詞
を
刻
ん
だ
石
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
夜
个

橋
に
あ
る
永
徳
寺
境
内
に
は
、
田
舎
の

四
季
ゆ
か
り
の
地
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。

【
田
舎
の
四
季　
歌
詞
（
１
番
の
み
）】

道
を
は
さ
ん
で　

畠は
た

一
面
に

麦
は
穂
が
出
る　

菜
は
花
盛
り

　

ご
存
知
で
し
た
か
「
田
舎
の
四
季
」

眠
る
蝶
　々

と
び
立
つ
ひ
ば
り

吹
く
や
春
風　

た
も
と
も
軽
く

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に　

桑
摘
む
少お
と
め女

日
ま
し
日
ま
し
に　

春は
る
こ蚕
も
太
る

　地震、津波、風水害などの災害は、いつ起こ
るか分かりません。もしもの時に慌てずに行動
できるよう、災害に対する心構えや備えをして
おくことが大切です。
　日頃から、避難場所の確認、非常持ち出しの
防災用品はそろっているかなど、各家庭でもう
一度確認しておきましょう。
　また、自主防災組織の訓練や、消防署が開催
する救急法講習会などに積極的に参加し、避難
や消火、応急手当に関する知識を深め、いざと
いう時に備えましょう。

　防災訓練に参加しましょう
　～消防署からのお知らせ～

　交通安全協会は、安全な車社会を支えています。
交通安全教育・指導
　幼稚園や小学校、高齢者施設などで、交通安
全教室を開催するほか、ドライバー向けの安全
運転教育やシニアカーの講習会などを行ってい
ます。
交通安全運動や街頭安全指導
　登下校（園）する児童や園児に、道路の正し
い歩き方や横断の方法の指導、運転者に対する
安全運転の呼びかけを行っています。
優良運転者・交通功労者表彰
　無事故無違反の優良運転者ならびに交通安全
に功労のあった個人・団体を表彰しています。

　交通安全協会の
活動に、みなさん
のご協力をよろし
くお願いします。

【問い合わせ先】
大洲交通安全協会
☎25－033４

　大洲交通安全協会からのお知らせ

十夜ケ橋にある看板 大洲城天守閣より久米地区を臨む
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無料法律相談
時　 8 月2１日㈭
　　午後 2 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎2４－４１１１

年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 8 月 5 日㈫ ･ １４日㈭ ･ 2６日㈫
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 8 月１2日㈫
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎08９ ︵９25︶ 5１05

人権相談
大洲地域
時　 8 月20日㈬　午前１0時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 2 階）
時　 8 月１8日㈪　午前１0時～正午
場　大川公民館
長浜地域
時　 8 月１5日㈮　午後 １ 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　 8 月１１日㈪　午前１0時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）１１0
　　市役所人権啓発課
　　☎2４－１7４６

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 8 月20日㈬　午前 ９ 時～正午
場　市役所 １ 階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－１72４
長浜地域
時　 8 月22日㈮　午後 １ 時～ ４ 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎52－１１１１
肱川地域
時　 8 月 5 日㈫
　　午後 １ 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　 8 月 8 日㈮　午前１0時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－2１１2

不動産無料相談
時　 8 月１8日㈪
　　午前１0時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－１7４7

　

８
月
６
日
㈬
お
よ
び
８
月
９
日
㈯
の

原
爆
被
爆
69
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
広
島
市
・
長
崎
市
で
は
、
原
爆
死

没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
し
て
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
左

記
の
時
刻
に
１
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
で
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
広
島
市

　

８
月
６
日
㈬　

午
前
８
時
15
分　

▽
長
崎
市

　

８
月
９
日
㈯　

午
前
11
時
２
分

　

８
月
15
日
㈮
の
﹁
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
﹂
に
あ
た
り
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
に
合
わ
せ
、
正
午
に

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
に
お
い
て
、
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ

ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

半
旗
の
掲
揚
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
退
共
の
退
職
金
制
度
な
ら
、
掛
け

金
に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実

▽ 

新
規
加
入
や
掛
け
金
月
額
を
増
額
す

る
場
合
、
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助

成
し
ま
す
。

▽ 
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料

も
か
か
り
ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

▽ 

従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金

試
算
額
を
、
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽ 

退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接
従
業

員
へ
支
払
わ
れ
ま
す
。

※ 

パ
ー
ト
従
業
員
の
人
も
加
入
で
き
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
︵
６
９
０
７
︶
１
２
３
４

℻
０
３
︵
５
９
５
５
︶
８
２
１
１

　

事
業
者
が
作
成
す
る
領
収
証
や
レ
シ

ー
ト
な
ど
の
﹁
金
銭
又
は
有
価
証
券
の

受
取
書
﹂
に
つ
い
て
、
記
載
さ
れ
た
受

取
金
額
が
３
万
円
未
満
ま
で
は
非
課
税

で
し
た
。し
か
し
、本
年
４
月
１
日
以
降
、

記
載
さ
れ
た
受
取
金
額
が
５
万
円
未
満

ま
で
は
非
課
税
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

誤
っ
て
印
紙
を
貼
っ
た
場
合
に
は
、

税
務
署
に
過
誤
納
に
な
っ
た
文
書
の
原

本
を
提
示
し
、﹁
印
紙
税
過
誤
納
確
認

申
請
書
﹂
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
㉔
３
１
１
８

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

人
︵
全
部
支
給
停
止
の
人
を
含
む
︶
は
、

受
給
資
格
確
認
の
た
め
、
毎
年
８
月
に

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届

を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
手
当
の
支
給

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
必
ず
ご
本
人
が
期
限
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
間
経
過

す
る
と
、
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係 

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　
　
　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　
　
　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　
　
　
　
　

☎
㊴
２
１
１
３

　

 

戦
没
者
追
悼
の
黙
祷と
う

に
つ

い
て

　
  

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び

平
和
祈
念
の
黙
祷と

う

に
つ
い
て

　

 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
の
お
知
ら
せ

　

 

領
収
証
な
ど
に
係
る
印
紙

税
の
変
更
に
つ
い
て

　

 

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
に

つ
い
て
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日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

大洲市立図書館 　☎ 59－4111
長浜分館 　☎ 52ー1121
肱川分館 　☎ 34ー2319
河辺分館　 　☎ 39－2111

図書館

■＝ 8 月の休館日
〈開館時間　午前 ９ 時30分～午後 ６ 時〉
※ 3１日は館内図書整理日のため休館します。

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています。）　図書館のホームページで図書の検索
ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　墓碑に刻まれた「G」の文字・
沢村栄治、戦前のタイガースを
支えた元祖スラッガー・景浦將
…。大東亜戦争(太平洋戦争)で戦
死したプロ野球選手の壮絶な生
涯を紹介。学生野球で活躍した

「伝説の大投手」嶋清一も取り上
げる。

　京都の路地にたたずむ古びた
町屋長屋。どこか謎めいた愛子
先生が営む「男子限定」の料理
教室では、今日もさまざまなド
ラマが起こる－。滋味たっぷり
のやさしい物語。ウェブマガジ
ン『ポプラビーチ』連載を加筆
修正して書籍化。

　取り壊されるのを待つばかり

となった祖父が暮らした家。庭

の蓮が花開くとき、時間を越え、

少女はいつかの夏へと旅をする。

それは、かつてそこに生きた人々

の想いをたどる旅だった…。

戦場に散った野球人たち　
早坂 隆著　出版：文藝春秋

初恋料理教室　
藤野 恵美著　出版：ポプラ社

夏の朝（児童書）　　　　
本田 昌子著，木村 彩子画　出版：福音館書店

8 月展示

一般：『戦争と平和を考える』
　 8月15日は、終戦記念日です。今、戦争を体験し当
時の出来事を証言できる人が少なくなってきました。
悲しく痛ましい体験を語りつぐことによって、平和の
尊さや、命の大切さを改めて考えることができるので
はないでしょうか。
　図書館では、戦争体験を風化させないためにも、戦
争の悲惨さをつづった記録や平和の尊さを伝える関連
図書の展示と貸し出しを行います。

児童：�『こわ～い話　妖怪・おばけ大集合！』
　暑い夏がやってきました。 ８ 月は、そんな暑さもふ
きとぶような、とっておきの「こわ～い話」はいかが
ですか。読んだ後は、ひんやり涼しくなること間違い
なし。図書館では、「妖怪」や「おばけ」がでてくるこ
わい話をテーマにした絵本や児童書の展示と貸し出し
を行います。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

　大洲市立図書館では、夏のおはなし会を開催します。
「かえってきた！こわ～いおはなし会」と題して、ちょ
っぴりこわいおはなしや、背筋がゾクゾクするような
おはなしをたくさん用意していますので、ぜひお気軽
に足を運んでください。

開催日時 対　象 場　所

7 月2６日㈯
午後 2 時30分～ 3 時１0分

幼児～
小学校低学年

大洲市立図書館
１ 階コミュニティホール

8 月23日㈯
午後 2 時30分～ 3 時１0分

小学校高学年
～大人

夏のおはなし会のご案内

※申し込みは不要です。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
3 日㈰ ごうお小児科医院 （ 西 大 洲 ） ☎0８93（24）3936

10日㈰ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0８94（20）８８00

17日㈰ 亀 井 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0８93（24）3757

24日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0８94（24）1199

31日㈰ お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0８93（44）7117

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

８月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
5 日㈫

午後 １ 時～
１ 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（2６年 3 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル６ 日㈬ １0か月児育児相談（25年１0月生）

１９日㈫ １ 歳 ６ か月児健診（25年 1 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類2６日㈫ 3 歳児健診　　　　（23年 7 月生）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・ピロリ菌検査・ペプシノゲン検査
実施日 受付時間 場　所 内　　　　容

１8日㈪

午前 8 時30分～
１0時30分

沖浦公民館 【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　　４0～7４歳の国保加入者／１,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　４0歳以上の人／１,200円
▽肺がん検診　　　　　４0歳以上の人／700円
▽大腸がん検診　　　　４0歳以上の人／６00円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,１６0円
▽肝炎ウイルス検診　　４0歳以上の人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
※ 75歳以上の人で、日頃、病院にかかっていない人や病院

にかかっているが生活習慣病の治療や検査を受けていな
い人は、特に受診をお勧めします。（後期高齢者医療被
保険者証を必ずご持参ください）

20日㈬ 白滝公民館

2１日㈭ 柴体育館

22日㈮ 長浜
しおさい館

2６日㈫ 櫛生福祉
センター

27日㈬ 出海公民館

28日㈭ 豊茂体育館

2９日㈮ 午前 8 時30分～
１１時 大和小学校体育館

　今年度より４0 ～ 7４歳の市民を対象に、生活習慣のアンケート調査に参加頂くと胃の健康度を調べる血液検査・
ピロリ菌・ペプシノゲン検査（約６,000円）が無料で受けられます。
　各地区の特定健診と同時に実施しますので、希望者は、大洲市保健センターに問い合わせください。

　婦人がん検診　
実施日 乳がん受付時間 場　所 内　　容

2６日㈫

午前 8 時30分～１0時30分
午後 １ 時～ １ 時30分

櫛生福祉センター 子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場
所も午後１時～１時30分です。

【対象者／料金】
▽子宮頸がん　20歳以上の女性／１,000円
▽乳がん　　　４0歳以上の女性／１,200円
本人確認のため保険証をご持参ください。
※75歳以上の人は無料

27日㈬ 出海公民館

28日㈭ 豊茂体育館

2９日㈮ 午前 8 時30分～１１時
午後 １ 時～ １ 時30分 大和小学校体育館

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は、検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【 8：30 ～17：30】 夜間帯 【17：30 ～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　社会福祉課子育て支援室
問　☎2４－2１１１ ︵内線１85 ･ １88︶

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 ９ 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４580

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎2４－１４１４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎2４－7830

▽物忘れ相談
時　 8 月27日㈬　午後 １ 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター １ 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2１１１ ︵内線１６９ ･ １7６︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 １ ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前１0時～正午・午後 １ 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前１0時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター １ 階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－03１3
    （相談室直通）　　　　☎23－5６2９
長浜地域
時　 8 月22日㈮　午後 １ 時～ ４ 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－１１９４
肱川地域
時　 8 月 5 日㈫　午後 １ 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－23１2
河辺地域
時　 8 月 8 日㈮　午前 ９ 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－25１0

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0８93（23）115６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ６時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　　 とみすクラブ　いそじチーム

     代表　谷本　眞
ま

由
ゆ

美
み

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　とみすクラブは、昭和61年にバレーボール経験者を中
心に結成されました。現在は、肱北・菅田・長浜地区の
20歳代から80歳代までの女性32人のメンバーで活動して
います。
　クラブのメンバーは、市や県のバレーボール大会など
の各種大会に出場し、優勝を目指して頑張っています。
練習は毎週火曜日と金曜日の２回、大洲市総合体育館と
大洲北中学校で行い、気持ちのいい汗を流しています。
　今回、いそじのメンバーが、６月８日㈰に宇和島市総
合体育館などで行われた、第26回全国家庭婦人バレー
ボールいそじ大会兼第44回四国ママさんバレーボール大
会県予選で優勝し、11月14日㈮から16日㈰に茨城県で開
催される全国大会に、愛媛県代表として出場することに
なりました。仕事や主婦業で忙しく、練習や大会に登録
メンバー全員が参加できることは少ないのですが、今回
の優勝はチームの自信につながりました。
　クラブの目標として、各種大会の優勝だけでなく、メ
ンバー全員が健康で長くバレーが続けられる場としての
とみすクラブでありたいと思っています。私自身も健康
維持のため、またレクリエーションとして、バレーボー
ルを楽しみながら、これから全国大会に向けて練習に励
みたいと思います。

　

今
月
号
は
、
大
洲
警
察
署
お

よ
び
大
洲
交
通
安
全
協
会
に
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
特

集
記
事
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
が
学
生
だ
っ
た
今
か
ら
26

年
前
の
あ
る
日
、
バ
イ
ク
で
ア

ル
バ
イ
ト
に
向
か
っ
て
い
る

と
、
２
台
前
の
車
が
ゆ
っ
く
り

走
っ
て
い
ま
し
た
。
若
か
っ
た

私
は
、
追
い
越
そ
う
と
右
車
線

に
出
た
瞬
間
、
２
台
前
の
車
が

白
と
黒
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
慌
て

て
元
の
車
線
に
戻
り
ま
し
た
。

も
う
少
し
で
、
パ
ト
カ
ー
を
追

い
越
す
と
こ
ろ
で
し
た
。 

く

　

観
光
列
車
「
伊
予
灘
も
の
が

た
り
」
車
両
公
開
を
取
材
し
ま

し
た
。
撮
影
中
に
、ふ
と「
作
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
誇

ら
し
げ
な
、
感
慨
深
い
表
情
の

工
事
担
当
者
と
思
わ
れ
る
ス

タ
ッ
フ
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
行
日
の
午
前
10
時
33
分
に

伊
予
大
洲
駅
着
の
「
大
洲
編
」

に
よ
り
、
観
光
客
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
へ
の

期
待
も
膨
ら
み
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
思
い
を
乗

せ
て
、
７
月
26
日
㈯
、
つ
い
に

運
行
開
始
で
す
。 
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